
６
月
27
日
（
金
）
留
寿
都
村
の

ル
ス
ツ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て

石
狩
・
後
志
地
方
本
部
合
同
『
三

評
労
働
者
集
会
』
を
18
単
組
・
総

支
部
か
ら
64
人
が
参
加
し
開
催
し

ま
し
た
。
（
後
志
地
本
か
ら
は
、

10
単
組
・
総
支
部
か
ら
24
人
参
加
）

集
会
で
は
、
道
本
部
賃
金
労
働

部
次
長
の
根
本

圭

氏
を
講
師
に

『
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
』
と

題
し
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

伴
う
新
た
な
人
事
評
価
制
度
の
導

入
等
に
つ
い
て
、
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
分
科
会
で
は
、
人
事

評
価
制
度
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
や
講
演
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

各
班
で
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

後
志
地
本
は
、
7
月
２
日
（
水
）

古
平
町
文
化
会
館
に
お
い
て
11
単

組
・
総
支
部
か
ら
34
人
が
参
加
し

14
組
織
集
会
を
開
催
し
た
。

後
志
地
本
組
織
強
化
拡
大
委
員

会
河
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

道
本
部
山
上
執
行
委
員
長
、
労
金

小
樽
支
店
青
坂
裕
一
支
店
長
、
全

労
済
小
樽
支
所
戸
坂
康
寛
支
所
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

道
本
部
か
ら
は
、
櫛
部
賃
金
労

働
部
長
、
河
井
組
織
部
次
長
が
参

加
し
、
①
14
国
民
春
闘
中
間
総
括

（
案
）
②
当
面
す
る
賃
金
課
題
③

自
治
労
北
海
道
組
織
強
化
・
拡
大

第
12
次
長
期
計
画
（
組
織
討
議
案
）

④
男
女
が
と
も
に
担
う
自
治
労
北

海
道
第
４
次
計
画
（
組
織
討
議
案
）

⑤
新
た
な
政
治
対
応
方
針
（
組
織

討
議
案
）
⑥
組
織
強
化
拡
大
推
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
⑦
15
年
度

自
治
労
北
海
道
本
部
財
政
の
見
通

し
（
案
）
の
７
項
目
に
つ
い
て
の

道
本
部
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

後
志
地
方
本
部
か
ら
は
、
後
志

地
方
本
部
産
別
組
織
強
化
第
５
次

計
画
前
期
総
括
②
14
国
民
春
闘
中

間
総
括
（
案
）
の
２
項
目
に
つ
い

て
提
起
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
参

加
し
た
全
単
組
か
ら
①
道
本
部
組

織
討
議
案
の
各
単
組
議
論
状
況
②

合
理
化
の
動
き
・
現
状
報
告
③
組

織
強
化
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

2014年度 第18号 後志地本通信 2014年７月10日

2014.7.10
＝第18号＝

自治労北海道
後志地方本部
〒044-8588

倶知安町北１条東２丁目

後 志 総 合 振 興 局 内

TEL 0136-22-6636

FAX 0136-21-2105

石
狩
・後
志
合
同

三

評

労

働

者

集

会

!!

主催者あいさつ
後志地本三評評議会 川 田 勝 俊 議 長

２

０

１

４

組

織

集

会
!!

講 師
道本部賃金労働部 根 本 圭 次 長

団結ガンバロー
地本組織強化拡大委員会 河 田 紀 一 委員長

分 科 会


